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種の chronospecies すなわち M.rumanus,M.meridionalis そして M.trogontherii に同定される。それらはゾウ科
の他の属、すなわち Palaeoloxdon や Elephas と、形態的に識別可能である。自立的に年代決定された標本に基
づく、華北の中部鮮新統から下部更新統産の一連のマンモス化石を通じて、明らかな臼歯形態の漸移的かつ定
向的変化が認められる。 
 もっとも早期の原始的な中国のマンモスすなわち M.rumanus は、おそらく年代が 3.2-2.6Ma の間とされる、中
部鮮新統の麻則 累層上部と游河累層から得られている。中国の M.meridionalis は、おそらく年代が 2.6‐
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化段階における起源・進化そして分布拡大を理解する上で、他に代え難い役割を演じてきただろう。 
 








属レベルでも種レベルでも、ヨーロッパのタクサと類似し、Mammuthus の３種のchron speci s、すなわち 
M.rumanus,M.meridionalis そして M.trogontherii に同定され、Palaeoloxodon や Elephas と形態的に識別可能
であることを明らかにした。さらに、層序学的研究によって、これらMammuthss の臼歯はその形態が漸移的か
つ定向的に変化することを指摘した。また、生層序学的な産出レンジについては、原始的な M.rumanus は
3.2-2.6Ma,M.meridionalis は 2.6-1.8Ma, M.trogontherii は 1.8-1.1Ma であることを示した。以上の研究に基
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